
昭
和
十
七
年
六
月
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
作
戰
と
竝
行
し
て
、
日
本
軍
は
「
ア
ッ
ツ
島
攻
略
作
戰
」
を
敢
行

せ
り
。
ア
ッ
ツ
島
（
熱
田
島
）
に
は
陸
軍
一
一
〇
〇
人
（
米
軍
來
襲
時
に
は
二
六
五
〇
人
、
玉
碎
突
撃
せ

る
は
三
〇
〇
人
、
生
存
兵
は
二
九
名
［
俘
虜
と
な
る
］）、
キ
ス
カ
島
（
鳴
神
島
）
に
は
陸
海
軍
六
〇
〇
〇

な
る
か
み
た
う

人
（
最
初
は
海
軍
の
み
／
救
出
時
に
は
五
二
〇
〇
人
）
駐
屯
せ
し
め
ら
れ
た
り
。

ア
ッ
ツ
島
も
キ
ス
カ
島
も
、
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
に
屬
す
れ
ど
、
現
今
な
ほ
米
領
な
り
。

昭
和
十
八
年
五
月
五
日
、
米
軍
、
戰
艦
三
隻
を
含
む
十
九
隻
を
以
て
、
ア
ッ
ツ
島
に
襲
來
す
。
五
月
十

二
日
上
陸
開
始
。
た
ち
ま
ち
に
し
て
海
岸
に
橋
頭
堡
を
築
く
。

五
月
三
十
日
、
生
き
殘
り
た
る
三
〇
〇
人
、
突
撃
し
て
玉
碎
す
。
突
撃
と
は
言
ひ
條
、
力
盡
き
た
る
將

兵
走
る
を
得
ず
、
海
行
か
ば
を
歌
ひ
つ
つ
徒
歩
に
て
敵
陣
に
向
ひ
、
米
軍
の
銃
彈
を
浴
び
て
一
人
ま
た
一

人
と
斃
れ
行
く
。
鬼
気
迫
る
凄
慘
な
る
姿
に
、
米
兵
は
銃
撃
し
つ
つ
恐
怖
の
餘
り
に
絶
叫
せ
り
と
ぞ
傳
へ

ら
る
る
。

こ
れ
よ
り
前
、
大
本
營
は
、
五
月
に
入
り
て
よ
り
、
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
の
放
棄
を
決
定
し
、
撤
退

作
戰
を
檢
討
す
る
に
、
兩
島
殘
存
兵
を
い
づ
れ
も
救
出
す
る
は
難
け
れ
ば
、
ア
ッ
ツ
島
守
備
隊
は
見
殺
し

に
す
る
の
外
な
し
と
斷
を
下
せ
り
。

守
備
隊
長
の
大
本
營
に
送
り
た
る
訣
別
の
電
報
、
豈
涙
を
誘
は
で
あ
る
べ
け
ん
。。

曰
く
、
他
に
策
な
き
に
あ
ら
ざ
る
も
武
人
の
最
期
を
汚
さ
ん
こ
と
を
恐
る
、
と
。

降
伏
し
た
ら
ん
に
は
、
命
全
う
す
る
を
得
べ
け
れ
ど
、
死
を
以
て
名
譽
を
守
る
に
い
づ
れ
ぞ
や
と
の
謂

ひ
な
り
。
あ
あ
、
日
本
男
兒
の
氣
概
、
長
く
靑
史
に
留
め
ら
る
べ
し
。

さ
は
さ
り
な
が
ら
、
將
校
こ
そ
さ
も
あ
れ
、
徴
用
せ
ら
れ
た
る
下
士
官
兵
に
名
譽
の
死
を
強
要
す
る
の

無
殘
。
む
し
ろ
、
上
官
の
「
お
ま
へ
た
ち
は
俘
虜
に
な
れ
」
と
の
慈
悲
の
言
葉
一
つ
だ
に
記
録
に
殘
る
な

し
や
と
、
や
は
か
恨
み
を
呑
ま
で
あ
る
べ
し
や
。

翌
朝
、
參
謀
總
長
、
參
内
し
て
此
の
旨
を
上
奏
す
る
に
、
聖
上
の
仰
せ
ら
る
る
は
、
「
武
人
の
譽
、
此

ほ
ま
れ

れ
に
過
ぐ
る
な
し
。
朕
深
く
感
ず
る
所
あ
り
と
打
電
す
べ
し
」

參
謀
總
長
の
敕
答
あ
り
。
「
恐
れ
な
が
ら
、
現
地
に
て
は
既
に
無
線
機
を
破
壞
し
て
候
ひ
し
か
ば
、
打
電

せ
ん
と
も
受
信
す
る
は
叶
ふ
ま
じ
く
候
」
と
。

一
天
萬
乗
の
君
は
、
暫
し
沈
痛
な
る
御
面
持
に
て
渡
ら
せ
た
ま
ひ
け
る
が
、や
が
て
綸
言
あ
り
。
「
そ
れ

で
も
い
い
い
か
ら
打
つ
て
や
れ
」
と
。

あ
あ
、
忝
き
か
な
。
か
く
て
優
渥
な
る
御
諚
は
電
波
と
な
つ
て
北
海
の
空
に
鎮
魂
の
樂
の
音
を
響
か
せ

た
り
。

キ
ス
カ
島
は
ア
ッ
ツ
島
よ
り
も
米
本
土
に
近
け
れ
ば
、
先
に
來
襲
あ
る
べ
し
と
思
は
れ
し
に
さ
に
は
あ

ら
ざ
り
け
り
。
い
づ
れ
の
島
も
樺
太
北
端
の
眞
東
に
て
、
面
積
は
キ
ス
カ
二
七
七
平
方
米
、
ア
ッ
ツ
八
九

二
平
方
米
。
因
み
に
佐
渡
島
は
八
五
四
平
方
米
。

一

高
田

友

ア
ッ
ツ
と
キ
ス
カ



六
月
上
旬
に
は
米
軍
は
す
で
に
嚴
重
な
る
哨
戒
網
を
敷
く
に
至
る
。
日
本
側
は
、
こ
れ
を
掻
ひ
潜
り
て
、

全
將
兵
を
救
出
せ
ん
と
企
畫
す
。
當
初
は
潛
水
艦
を
用
ゐ
て
實
行
に
着
手
し
た
れ
ど
も
、
米
軍
に
發
見
せ

ら
れ
て
多
大
の
損
害
を
被
り
け
り
。
し
か
ら
ば
す
な
は
ち
と
て
、
水
上
艦
艇
（
水
雷
戰
隊
）
に
よ
る
撤
退

作
戰
に
切
り
替
ふ
。
救
出
部
隊
は
千
島
（
カ
ム
チ
ャ
ト
カ
南
端
の
對
岸
）
の
占
守
島
（
隣
の
幌
延
島
か
ら

出
港
）
よ
り
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
へ
向
ふ
。

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
る
後
、
七
月
二
十
九
日
に
突
入
。
前
日
二
十
八
日
に
米
軍
は
レ
ー
ダ
ー
の
誤

認
に
よ
り
て
、
甲
斐
な
く
砲
彈
を
發
射
し
、
こ
れ
に
よ
り
て
、
救
出
部
隊
を
潰
滅
せ
し
め
た
り
と
確
信
し

て
あ
り
き
。
キ
ス
カ
近
邊
に
停
泊
せ
る
米
艦
隊
は
撤
退
し
、
救
出
成
功
の
契
機
と
こ
そ
は
な
り
た
り
け
れ
。

恩
賜
の
武
器
を
こ
と
ご
と
く
投
棄
せ
し
め
し
か
ば
、
行
軍
極
め
て
迅
速
な
り
。
大
發
動
艇
に
よ
り
て
ピ

ス
ト
ン
輸
送
を
行
ひ
、
五
二
〇
〇
人
を
五
十
五
分
に
て
收
容
す
る
を
得
た
り
。
三
日
後
の
八
月
一
日
に
は

全
艦
艇
幌
延
島
に
歸
投
す
る
の
快
擧
を
成
し
遂
げ
た
り
。

米
軍
は
皇
軍
の
撤
退
を
知
ら
ず
し
て
、
艦
砲
射
撃
を
續
け
、
二
週
間
後
の
八
月
十
五
日
、
三
萬
四
千
人

を
以
て
上
陸
作
戰
を
行
ふ
。
濃
霧
と
混
亂
の
爲
に
同
士
討
ち
頻
り
に
し
て
、
死
者
百
人
を
出
し
た
り
。
上

陸
し
て
探
索
す
る
に
、
日
本
兵
は
一
人
な
り
と
殘
存
せ
ず
、
犬
數
疋
を
見
る
の
み
。

撤
退
に
際
し
て
、
皇
軍
軍
醫
、
「
ペ
ス
ト
患
者
收
容
所
」
と
い
ふ
虚
言
を
書
き
た
る
看
板
を
遺
す
。
こ

れ
を
翻
譯
し
た
る
が
、
當
時
二
十
一
歳
な
り
し
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
。
こ
れ
に
よ
り
て
、
上
陸
米
軍
は
大

混
亂
に
陷
り
、
キ
ー
ン
も
ペ
ス
ト
感
染
の
疑
ひ
生
じ
て
、
後
方
へ
送
ら
る
。
ペ
ス
ト
の
段
、
僞
り
な
り
と

判
明
す
る
は
終
戰
後
の
儀
な
り
き
と
の
由
。

（
令
和
元
年
五
月
三
十
一
日
受
附
）二


